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鉄系高温超伝導体のなかでも、 Asを等原子価のPで一部置換したBaFe2(Asl-xPx)2では、非

常に純良な単結晶が得られるため [1]、精密な議論が可能になる数少ない系であると考えられる。

P置換とともに構造相転移および磁気相転移の温度は低下していき、 Xrv 0.3近辺で消失する。そ

れに伴い超伝導ドームが現れ、やはり X rv 0.3近辺で最大の転移温度Z何 31Kとなる [1]。輸送

現象測定からこの X rv 0.3近辺で温度に比例する電気抵抗や低温で l/Tにほぼ従い増大するホー

ル係数などのFermi液体から逸脱した異常が現れ、 zのさらなる増大とともにこのような異常は

徐々に消失していく。このような非Fermi液体的な性質の現れ方は X rv 0.3付近に量子臨界点が

存在することを強く示唆しており、他の強相関電子系に共通して見られる振る舞いである [2]。さ

らに、量子振動測定から見積もった電子面の有効質量は高置換領域側からx'" 0.3に近づくにつれ

て、増大の傾向を示し、量子臨界点ヘ向かつて質量が発散的振る舞い(臨界現象)を示すことを

示唆している [3]0NMRによる波数ゼロのスピン帯磁率をプローブするナイトシフトと波数で積

分した帯磁率をプローブする緩和時間Tlの測定から、有限波数の反強磁性揺らぎがX f'V 0.3近辺

で増大することが示されており、また l/TITの温度依存性から見積もったワイス温度が X f'V 0.3 

近辺でゼロとなることから、反強磁性量子臨界点が X rv 0.3で存在することが明らかとなった[4]0

また、超伝導状態では、磁場侵入長や熱伝導測定などの低エネルギー準粒子を敏感に検知する

プローブにより、 BaFe2(Asl-xPx)2で、超伝導ギャップがFermi面の一部で線状に消失するライン

ノードを持つことが明らかになっている [5]0この結果はノード周りにおいて超伝導秩序変数の符

号が変化していること老衰しており、符号変化を誘起する超伝導機構が内在していることの証拠

となる。以上のことから、少なくとも反強磁性スピン揺らぎを媒介とした超伝導発現機構がこの

系では存在していることが結論できる。軌道揺らぎなどの他の発現機構が共存するかどうかを明

らかにすることが今後の課題である。
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